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〇JR東日本 サイクルトレイン企画・運営の基本的な考え方

【サイクルトレイン企画・運営の背景】

・サイクルツーリズムに対する関心の高まりから、自治体等からのサイクルトレインの

設定要望が増加

・当社の持続的な成長のためには、新たな利益の獲得が必要

【企画・運営の基本的な考え方】

・サイクリストをターゲットとしたサイクルツーリズムの推進に資する施策について、

安全性、地元の協力、事業性の観点において統一的な基準に基づき企画・運営

・サイクルトレインの設定にあたっては、列車の秩序の維持や安全運行が前提

・サイクルトレインの設定自体を目的とせず、設定を通じて当社が新たな利益の獲得が

できるスキームを構築

【定義：JR東日本のサイクルトレイン設定の目的】

・地元自治体等からの要請に基づくサイクルツーリズム推進への協力による沿線活性化

・サイクリストの移動需要の新規取り込みによる新たな利益の獲得
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□実施時期：2024年10月1日～2024年10月31日（1か月間）
□実施区間：北森駅～鹿角花輪駅
□対象列車：下り 1931D 北森駅 13:20→鹿角花輪駅14:31

上り 1934D 鹿角花輪駅14:32→北森駅 15:44 計２本
□実施にあたっての役割分担
〇自治体の役割
・実施主体（花輪線利用促進協議会）
・受付システムの開発
・広報活動（車内秩序維持目的の内容を含む）
・サイクリングコースの策定
・観光事業者との調整（窓口業務の調整）

〇JRの役割
・列車の運行及びJR関連会社等と情報展開及び連携

〇花輪線サイクルトレイン実証実験概要

実施区間
花輪線（好摩～大館間）の主要駅
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〇実施までのステップについて

1.試運転列車に
よる検証

3.実証実験の実施
2.モニターツ
アーの実施
（地上のみ）

〇実施にあたっての地元との連携

八幡平市を中心とした、花輪線利用促進協議会は以下の取り組みを実施
・利用規約に整合する予約システムの構築、運用（予算措置は八幡平市）
・5/29(水)試運転列車での検証試験等におけるスタッフ手配（約30名）
・沿線のレンタサイクル業者との連携
・行程の拠点となる自動車駐車スペース（八幡平市役所駐車場）の提供
・調整会議等における会議室（八幡平市役所）の提供
・プレス、広報活動

検証試運転事前打合せ（場所：八幡平市役所） 予約システムの構築（八幡平市負担）
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１．試運転列車による検証

＜試運転の目的＞
○ホーム段差測定及び急制動試験、ホーム許容量の確認等安全に関するもの
○車内における、自転車積載能力の把握及び乗降における時分測定
○鉄道施設及び車内オペレーションに関する影響把握

普段ご利用されているお客さま及びサイクルトレインでご利用するお客さまも安全
にご乗車できることが重要

サイクリスト17人、自転車17台、一般乗客・スタッフ30人が分散乗車（２両）を行うことで無理なく乗車
可能であったことから、仮に30名乗車の列車へサイクリストが10名以上乗車した場合でも、一般のお客さま
の利用を阻害せず対応可能であることは検証済、また、急制動を実施した際も固定具は使用しなくとも問題
がないことを確認
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２．モニターツアーの実施（地上のみ）

＜モニターの目的＞
○サイクリングコースの策定
○地域の魅力発掘
〇サイクルトレイン利用を想定した、駅周辺の導線確認
○自転車活用推進者（自治体関係者）への体験研修・サイクルトレイン活用のイメージ作り

モニターツアーにおいては、八幡平市のコースを実際に体験することで、「サイクリング
が楽しい」という感動とともに、新規サイクリングコースの作り方（名所や名物、休憩所
等を取り入れること）を学ぶことができたことと、実証実験時は、八幡平市２コース、鹿
角市1コースをHP上で紹介した。

不動の滝七時雨体験施設 ふうせつ花 麹屋もとみや七時雨山荘入口

レンタサイクルを活用し
復路は自転車を返却
手ぶらで列車に乗車
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３．サイクルトレイン実証実験開始（10/1～10/31）

＜八幡平市提供＞

【サイクルトレインの予約方法について】

必要により乗務員が予約状況を確認
＜八幡平市提供＞

【実証実験の様子】

※予約システムの画像はイメージです
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３．サイクルトレイン実証実験開始（10/1～10/31）

＜ご利用者からの主なコメント＞
・復路は列車乗車でプランを作れたので、鹿角市から安比の山越えを達成できた。
・下り列車の時間に合わせて、計画を立てた。今日は10時から漕いだが、もっと走りたい場合は、
8時ごろからスタートしたいと思う。
・モデルルートは参考になった。もっと紹介してほしい。 ＜八幡平市提供＞

【ご利用日・ご利用者の居住地】 【アンケート（抜粋）】

利用傾向としては地元利用が多いこととＳＮＳやネット記事等
で知得する傾向にある

【自由記載への回答】 （回答数22名）
・時間帯、対象本数の拡大について 10件
・期間の拡大について 6件
・区間の拡大について 4件



8

〇実施後のトレース

今後の花輪線サイクルトレインについては、トレース結果をもとに、関係者と実施目的や
ねらい、実施概要、継続的な運営方法について協議を進め、実施の可否を検討する。

■利用実績 ：予約49台➡乗車44台（予約者の利用率90％）
※ 想定（20～40台）を若干上回る利用があった

■利用者属性：岩手県・秋田県在住の40～50代男性がメイン
乗車駅までの移動手段は自家用車と自転車が半々
個人利用が6割以上、同行者ありは3割程度

■収支状況 ：約2.5万円の運賃収入（その他グループ会社への広告収入あり）
※ 収入：44名×運賃単価約600円＝約2.5万円
※ 支出：なし（既存の定期列車・既存設備を活用、宣伝は花輪線利促協が実施）

■安全性等 ：車内及び駅でのトラブルなし
※ 輸送障害（遅延・運休）もなかった

・花輪線の利用促進を目的に実施した。期間中、1.42人/日のご利用があったが、利用促進に効
果があった数値かどうかは評価が難しいところである。
・利用者からは、「安比の山越え往復は躊躇するが、片道自転車片道列車で使える」
「安比の自然を楽しめる」などサイクルトレイン設定を評価する意見があった。
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